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①動物虐待調査

1. 動物不審死体（殺傷）の鑑定

2. 生体鑑定および証拠保全

3. 写真・動画による鑑定

4. 多頭飼育崩壊事例等の現地視察および鑑定

5. DNA鑑定（親子鑑定、個体識別）

6. 動物福祉の評価



１．動物の不審死体（殺傷）の鑑定

• 全国の行政・警察からの依頼により動物不審死体の解剖を承っている

• 鑑定処分許可状や鑑定嘱託書に基づく鑑定業務

➢事件

• 動物の愛護及び管理に関する法律違反被疑事件

• 鳥獣保護管理法違反被疑事件

• 文化財保護法違反被疑事件 等

➢鑑定項目

• 死因、損傷、成傷機転 等 獣医学的な動物虐待の判断



本学の解剖実施件数
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7 59 205 118 196 219 213

平２９ 平２９ 令１ 令２ 令３ 令４ 令５
7 18 33 60 121 135 143



動物虐待の内訳

その他の動物種（数）
ウサギ (7), ハクビシン (1), ハリネズミ (1), ニホンザル (1), ニホンカモシカ (1),
カラス (6), ヒヨドリ (4), ハト (3), フクロウ (2), ニワトリ (2), メジロ (1), コガ
モ (1), スズメ (1), カメ (34), トカゲ (2)

身体的虐待
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２．生体鑑定および証拠保全

• 主に警察からの依頼により虐待が疑われる生体動物の診察を
行っている

• 鑑定嘱託書に基づく鑑定業務

➢事件

• 動物の愛護及び管理に関する法律違反被疑事件

➢鑑定項目

• 損傷、 受傷機転 等 獣医学的な動物虐待の判断



３．写真・動画による鑑定

• 主に警察、行政、臨床獣医師からの依頼により虐待が疑われる
写真ないし動画による動物虐待の評価を行っている

• 鑑定嘱託書に基づく鑑定業務

➢事件

• 動物の愛護及び管理に関する法律違反被疑事件

➢鑑定項目

• 損傷、受傷機転 等 獣医学的な動物虐待の判断



４．多頭飼育崩壊事例等の鑑定

• 全国の行政・警察からの依頼により多頭飼育崩壊が疑われる事
例で、現地にて飼養環境と動物の状態の評価を行っている

• 鑑定嘱託書に基づく鑑定業務

➢事件

• 動物の愛護及び管理に関する法律違反被疑事件

➢鑑定項目

• 44条2項に該当するか否か



本学の現地視察の件数
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被虐動物の動物種の内訳

ウサギ(16), キンカチョウ(3),ゼニガメ(3),

ヒョウモントカゲモドキ(3), ボールパイソ
ン(2), ギンバト(2), ハムスター(2), ラット
(2), ハリネズミ(2), セキセイインコ(2),スナ
ネズミ(1), チンチラ(1), フェレット(1), モモ
ンガ(1), ボタンインコ(1), メンフクロウ(1),

メガネカイマン(1), サルバドールモニター 
(1), イグアナ(1), リクガメ(1), カンムリウズ
ラ(1),  ウズラ(1),

犬
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５．DNA鑑定（親子鑑定・個体識別）

• 主に警察からの依頼によりDNA鑑定を行っている

• 鑑定嘱託書に基づく鑑定業務

➢事件

• 動物の愛護及び管理に関する法律違反被疑事件

• 刑法違反被疑事件（窃盗罪 等）

➢鑑定項目

• 同一個体であるか、親子関係にあるか否か



６．動物虐待調査
＝動物福祉に基づく評価

そもそも動物福祉って何？？



飢えや渇き
からの自由

痛み、傷
害、疾患
からの
自由

恐れや苦
悩からの自
由

苦痛からの
自由
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動を発揮
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高い
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生活の質
ぎりぎり

Yes +/- +/- +/- No 稀に

生活の質
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管理はぎりぎり：
動物にリスク

管理は不十分：
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虐待

最低限の管理能力



身体的虐待

非偶発的外傷（Non-accidental injury：
NAI)

叩く、殴る、蹴る、揺さぶる、燃やす、投げ
飛ばす（壁に打ち付ける、二階から落とす、
窓から落とすなど）を含む。

ハンマー、野球バットなどの武器を使うこ
とも。
薬物、毒物の投与、銃創なども含む



病歴の特徴

➢ 稟告と外傷が不一致（病歴と外傷が合わない。通常、稟告よりも
外傷が重篤）

➢ 稟告が矛盾する（言う事が変わってくる、人によって言う事が違う
など）

➢ 同じ家庭（飼い主）で似たような外傷（死亡例）が違う動物でも見た
ことがある

➢ 外傷についての説明がない
➢ 交通事故やその他の事故の可能性がない
➢ 家庭内暴力が疑われるあるいは実際にある



外傷の種類

反復性外傷
飼い主の説明に合わない、異常な外傷



NAI



NAI



NAIの鑑別診断

• X線等の画像診断
（治癒過程の異なる）骨折痕（複数）
仮骨の形成
気胸
横隔膜ヘルニア

• 血液検査
• 除外診断
骨疾患（代謝性骨疾患など）や血液凝固因子欠損、交通事故

• 自然発生疾患があっても、動物虐待は除外できない



非偶発的外傷（NAI）の指標

頭部外傷
非対称性打撲や骨折、点状出血
鼓膜裂傷

X線、CT、MRI
内耳検査

擦過傷
内出血

内出血や切傷の治癒痕（反復的な虐待の指標）
皮膚や被毛にデブリが埋伏⇒引きずったり投げ飛ばしたりを示唆
過去の外傷も含め骨折や肋骨骨折

X線で部位、大きさ、形を確認し、武器を関
連付ける

趾外傷
爪がぼろぼろ
パッドが擦りむける
パッドや被毛、ボロボロの爪の間にデブリが詰まる

趾を紙で拭い物証確保：死体ならば爪を除
去
DNA

火傷 傷の臭いを嗅ぐ：燃焼促進剤、油、化学薬品
治療前後に創傷部位をスワブし化学薬品
の分析をする
火傷のパターンを写真撮影

飢餓

異食症の兆候
胃潰瘍
便潜血
タール便

骨髄脂肪検査
ルーチン検査
胃内容物や便検査

首輪の埋没
外傷の肉眼初見
感染や壊死による腐敗臭

剃毛前後の写真撮影
創傷の深さと幅を測定
首輪を保存

闘犬
顔面、頸部、前肢の特徴的な穿刺創
飢餓や殴打の痕
重い鎖を首輪に使った跡

ステロイド剤、鎮痛薬、ホルモン、利尿剤の
使用を検査

結紮創
皮膚、血管、組織に挫滅創
周辺組織に炎症/感染

特徴的な内出血の分布
物証

ナイフによる
刺傷

刃の長さと種類
創傷部位の片側あるいは両方が先細

外傷を測定
創傷の深さを測定
DNAスワブ、人と動物



どうやって気づく？？

非偶発的外傷（NAI）
明確な診断基準はないが、疑いのポイント「診断上の特徴」はある。

それぞれ単独では診断的ではないが、状況、動物の状態などの組み
合わせで「疑い」



性虐待

動物や子供を使った性的満足
獣姦、動物性愛（動物に対する性的愛好）
動物に対する身体的危害



性虐待の臨床所見

肛門周囲の炎症/肛門拡張/異物
膣炎/異物
陰茎の炎症/異物
尾椎骨折
頸部圧迫
爪の破損



ネグレクト

生命維持に欠かせない基本的な身体的/精神的ニーズを提供しない

例）食事、水、最低限必要な飼養環境、獣医療、社会性を提供しない。
動物の飼育放棄はれっきとしたネグレクトである



ネグレクトの臨床所見

削痩（BCS１）/栄養障害（肥満）

爪の過伸長

毛玉/被毛粗剛/排泄物の付着

首輪の埋没

未治癒の外傷

真菌症/ヒゼンダニ症等の皮膚炎、脱毛

猫の上部呼吸器感染症/ケンネルコフ

下痢
常同行動/沈うつ
意識レベルの低下
貧血
膀胱炎
脱水
衰弱
カニバリズム（共食い）
死体



栄養障害

【飢餓】

➢ 食事を与えられない、質が悪い、不適切な食事、間欠的な食事、基礎疾患

などによる食欲不振などで起こる栄養不良

➢ 身体検査、血液/尿/便検査

➢ X線写真：腹囲狭窄、腹腔内脂肪の喪失、異物摂取、他の虐待（NAI、新し

い/古い肋骨骨折など）

➢ 脱水状態と体重は定期的にモニター

➢ 食事と水を与えて食欲や渇きを確認（動画撮影）

➢ 鑑別疾患（例、癌、消化管疾患等）を除外し、飢餓の確定診断

➢ 低体重状態から最低限の治療/治療終了までの生体の変化を提示すること

により実証



栄養不良の評価

【脱水】
➢ ネグレクトの兆候
➢ 完全に水分補給出来ない 数日で死亡
➢ 水だけあれば数週間は生存
➢ 体重10-20％の水分喪失で死亡
➢ 削痩動物では脱水の評価は難しい
➢ 粘膜の湿潤で判断



未治療の外傷

➢ 原因となる傷害と治療をしないことによる結末を獣医学的に説明
➢ 痛み（＝苦痛）の程度、期間
➢ 動物の活動、食欲、正常な機能に対する影響
➢ 機能が完治するまでの予後
➢ 今から治療を行った時結末 vs 傷害が起きた時に治療を行った時
の結末

➢ 費用



毒殺

動物に危害を加えることを目的
全中毒例の0.5%以下
実際の発生率はもっと多い可能性あり
（毒殺者の人目を避ける習性、偶発的曝露や内因死への誤認識）

◼対象動物
家畜を対象とすることは稀
猫（野外生活猫/地域猫が標的にされることが多い、犬、ハト、カラス、

野生動物）

◼使用される毒物
偶発的な中毒よりも多様
動物に対して毒性があることが知られている物質（猫：エチレングリコール）
殺鼠剤や殺虫剤など、広く毒物と知られている物質（ランネート/メソミル等）



精神的虐待

脅しなどの常習的な言葉の暴力や脅迫的な行為
人に対する極度の不安、怯え行動



獣医学的証拠
＝診断書＝

客観的、公平に、詳細に
セカンドオピニオン、専門家の意見を聞く
✓カルテ
✓写真
✓X線写真
✓画像
✓検査結果（生データと結果）
✓投薬情報など



獣医学的証拠

➢ クライアント（通報者）の言っていることは全て記録
➢ 患者（動物）との関係を記録

✓飼い主、隣人、ペットシッター、善良な市民、行政職員/警察など

➢ クライアント（家族）の行動を観察
✓ 心配している？無関心？⇒いつも型どおりの行動とも限らない（特にストレス下）

➢ どこで事件が起きたかを聞く



獣医学的評価

生物学的兆候やその他の物証を分析すること

動物の痛みや苦痛を客観的に評価すること

動物虐待かどうかの法的判断は獣医師の役割ではない
犯人捜しは獣医師の役割ではない



動物虐待
ーまとめー

明確な診断基準がある訳ではない
しかし、判断材料は明確であり、状況を明確にする
記録
客観的な評価、定量評価
確証バイアスに気を付ける
出来ない/分からない/自信がない 専門機関に相談

動物の苦痛は普遍的である



Journal of American Veterinary
Medical Association
ーWhat is your diagnosis?－

【病歴】
14歳、2.8㎏、去勢雄
進行性の体重減少と膀胱内腫瘍
超音波検査で著しい膀胱壁の肥厚



第5、6肋骨に骨折の治癒痕
第8から10肋骨と第13肋骨により最近の骨折
T6の棘突起骨折

横隔膜ヘルニアも



➢ 膀胱癌⇒排泄の失敗、家を汚す可能性
➢ 明らかにNAIの兆候⇒反復性外傷、治癒
段階の異なる骨折痕、横隔膜ヘルニア、

➢ 特にT6棘突起骨折は鈍器外傷を示唆

いかなる時もNAIを鑑別診断に入れるべき
である



➢ 虐待をしていても病院には連れて来る
➢ 家族が連れて来る（家族も犠牲者の場合も）

➢ 飼い主が猫を虐待されていることに気づいていない場合も（ハウ
スキーパー、恋人、パートナー）

➢ 動物と接触できる人は誰かの確認が重要



ご清聴ありがとうございます
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